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アレル物質の働きを低減する壁紙

タバコのにおい、気になる生活臭などを消臭する壁紙

ルームエアー（消臭）
機能説明

※試験結果は測定値であり、保証値ではありません。
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1. タバコのにおいを消臭
タバコの煙に含まれるアセトアルデヒド・酢酸・硫化水素などを吸着・分解します。

2. 気になる生活臭を消臭
トイレ、生ゴミのにおいやペットのにおいを吸着・分解します。

3. ホルムアルデヒドを低減
シックハウス症候群の原因となるホルムアルデヒドの低減に効果があります。
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ホルムアルデヒド（建材などのにおい） アセトアルデヒド（タバコ臭・加齢臭など） アンモニア（トイレ臭・ペット臭など）

硫化水素（生ゴミ臭・タバコ臭など） メチルメルカプタン（生ゴミ臭・トイレ臭など） 酢酸（汗・排泄臭など）
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■ 消臭性能試験

［試験方法］
１.サンプルを半分に折り曲げ端部をアルミテープでシールし、
　 消臭試験サンプルとする。
　 （有効消臭面積=10cm×14cm=140㎠）
２.サンプル1枚をテドラーバッグに入れ、空気１Lを注入する。
３.試験ガスを所定量注入する。
４.それぞれ上記条件で保持し、2時間・24時間後の残存ガス
　 濃度を検知管で測定する。
５.一般ビニル壁紙を用い同様の試験を行う。　　　　　

表面に加工している消臭剤が悪臭原因物質と化学反
応し吸着・分解することで、消臭効果が得られる仕組
みです。効果は環境によって異なりますが、約5～10年
間持続します。

■ 消臭メカニズム

認証番号 S1411501A   ： RE51796～51797・RE51801～51805
認証番号 S12104F03A ： RE51798～51800・RE51806～51808

抗アレル壁紙 ブランク

■ アレル物質低減率

［試験方法］
ダニならびにスギ花粉アレル物質溶液を
壁紙表面に接触させ、2時間後のアレル物
質残存量をELISA法にて測定する。　
ELISA法（酵素免疫測定法）：文部科学省
「学校環境衛生の基準」（15文科ス第402
号）推奨検査方法

スギ花粉アレル物質低減率
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約82%
低減

約72%
低減

表面コート層
（アレル物質低減化剤入り）

アレル物質の働きを低減
壁紙表面のアレル物質低減化剤が空気中に浮遊するアレル物質と接触し、
その働きを低減します。
また日常のお掃除もアレル物質低減に効果的です。

抗アレル壁紙

アレル物質の多くは部屋の中で床上１ｍまでの空間を浮遊すると言われており、抗アレル壁紙を壁面に
お使いいただくと効果的です。
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ダニアレル物質低減率

アレル物質

接触

低減

アレル物質を包みこみ、
働きを低減する。


